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福島県におけるとうもろこしの優良品種について

lEl分 洋一 小池 一正 佐藤 勝信
(福島県畜産試験場 )
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i は  し め  に

当場では,福島県内における優良な国内産 とうもろこし

の品種を選定する目的で毎年品種比較試験をおこなってい

る。本文では,昭和 51年から54年度までの 4年間の結果と

このデータから得られた二三の知見について報告する。

2試 験 方 法

1)試験地 福島県畜産試験場内圃場 標高 3002
2)試験区の構成  1区 20イ の 2区制

3)播種日・栽植密度・施肥量 表 1の とおり

4)供試品種 表 2の とおり

3 結果および考察

1 各品種の生育状況および収量
4年間致命的な気象災害がなかったため,倒伏はあまり

認められなかった。しかし,早生種に比較して中～晩生種

に,中～晩庄種の中でもホワイトデントコーンに倒伏が多

くみられた。

表 2に 4年間の供試品種の碍長,雌穂高 /稗長比および

108当 りの収量を示した。拝長についてみると4年間通じ

て,早生種が 2311翻 前後,中～晩生種が280mB~l後 で推移

しており,その差が 50“程度であった。 また,雌穂高/
得長比については,早生種が45%前後,中～晩生種が 51

%前後で推移しており,その差が 6%程度であった。以 L

のことからも早生種に比較して中～晩生種が倒伏が生し易

いと言える。

収量についてみると,早生種,中～晩生種各々について

4年間の変動をみると明らかなように,年次間において収
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量の増減が著しく,そ の差は統計的にも有意であり,品種

間よりも年次により収量が左右されることが窺われた。表

3には4年間もしくは 3年間通して作付した 4品種 (ア ズ

マイエロー,タ カネワセ,ム ッミドリ,ホ フイトデントコ

ーン)の平均収量と,その変動係数を示した。

アズマイエローの場合, 4年間の平均収量が,生草収量

5,105″/108(変動係数 108%),乾物収量 1,262“″/10

8(変動係数25%),こ れに対してタカネワセが 4,991″

/108(275%), 1.096り /103(163%),ム ッミドリ

表 1 各年次における耕種法
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表 3 4年間の平均収量とその変動係数

6,145″ /103(97%), 1,48129/103(82%), ホワ
イトデントコーン4,522切 /103(359%),1,040″/10
o(453%)と なっており,アズマイエロー,ム ッミドリ
が変動係数が小さく,4年間を通 して比較的安定した収量
を維持していると思われる。

2 とうもろこしの有効積算温度と県内における等期日線
表 4にアズマイエロー,ム ッミドリ,ホ フイトデントコ

ーンの各生育ステージにおける有効積算温度 (4年間の平
均 )を示した。

表 4 各ステージにおける有効積算温度 (4年間の平均 )

の等期日線を作成する場合, 5日 ないし1週間程度の間隔

で作成するのが適当であると思われる。そこで図 1に ∞年

平均の気象データをもとにして,相対熟度 110～ 120日 の

とうもろこしに適用できると思われる有効積算温度 1,200

Cの等期日線(5日毎 )を作成した。

(福島県 30年平均 5月 5日起点 )

図 1 福島県におけるサイレージ用とうもろ
こし早^中生種の収穫期有効 (10℃ )積
算温度 1,200Cの等期日線

黄熱期に達するに必要な有効積算温度は,アズマイエロ

ー1,232± 37C,ム ッミドリ1,378± 41℃ ,ホ ワイトデン
トコーン1,431■ 69Cで ,変動係数は各々30%,30%,
48%であった。このことより,ア ズマイエロー(早生),
ムッミドリ(晩生 )は 4年間を通 t/てほぼ一定した温度で

黄熟期に達 していると言える。アズマイエローについてみ

ると,有効積算温度の標準偏差が 37Cであるから,3～ 5
日の誤差の範囲で毎年はぼ一定の時期に黄熟期に達するこ

とが推定できる。したがって,県内における有効積算温度

(単位 :℃ )

4 ま  と   め

1)過去 4年間における収量の変動をみると,全品種につ
いて年次間差がみられ統計的にも有意差があった。その中

で早生種ではアズマイエロー(乾物収量 1,262″/10o,CV
=25%)晩生種ではムッミドリ(乾物収量 1,481′o/108,
CV=82%)が比較的安定を維持しており,県内に適した
品種と思われる。

2 アズマイエロー,ム ッミドリ,ホ フイトデントコーン
について,各生育ステージにおける有効積算温度を明らか

にした。黄熟期までの有効積算温度は,ア ズマイエロー :

1,232± 37C,ム ツミドリ:1,378■ 41C,ホ ワイトデン
トコーン :1,431± 69℃ ,変動係数は各々 30%,30%,
48%であった。
3 福島県内における有効積算温度 1,200℃ の等期日線 を
示 した。
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品 種 名 タ カ ネ ワ セ ム ッ ミ ド リ ホフイトデントコーン

生草収量
収量 (″/10a) 5,105± 554 4,991± 1,370 6,145± 598 4,523± 1,623

変動係数 (%)

乾物収量
収量(″/108) 1,2621L 32 1,096±  179 1,481± 121 1,040±  472

変動係数 (%)

雄穂抽出期 絹糸抽出期 湖 熱 期 黄 熱 期
7士 ′ 680■ 37 760± 31 1,105± 52 1,202± 37

CV(%) 41

ム ッ ミ ド リ
ア 士 υ 771± 36 875± 50 1,2'3± 59 1,378± 41

CV 57

ト
　
ン一

イ
　
コ

ツ

トン

ホ
デ

7士 υ 815± 68 916± 57 1,345± 96 1,431± 69
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